























































































































































































































































































































































































































を行った（1回目は 2011年 10月，2回目は 2012年 3月に実施）。その結果をグラフにしたものが，
図 1である。
これによると，ほとんど全ての質問項目で児童による肯定的な回答が増えていた。特に，質問項目
の 1．11．14．21において大きく伸びていた。つまり，「グラフや写真などの資料を使って，わかり
やすく発表するようにしています。」「コンピュータを使って，読みやすい作文を書いたり新聞を作っ
たりしています。」「友だちの話に賛成・反対・つけたしと，つなげるように発言しています。」「『な
ぜなら』や『たとえば』という言葉を使って，作文を書いたり発表したりしています。」という事柄
が以前よりよくできるようになったと感じている子どもが多いということである。
一方，あまり大きな変化が表れていないものに，質問項目 22の「相手のことを考えて，わかりや
すい文章を書いたり，話をしたりしています。」が挙げられる。これは，これらの学習が，まだ，日
常的に相手のことを考えて伝えるという意識を育てるまでには至っていないということを表している
といえよう。この他にも，4．24．15．16．20．23の項目で進歩の歩幅が小さいことが伺える。それ
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は，「作文を書いているときに，新しく習った漢字や言葉を使うようにしている」ことや「こんな文
章を書いてみたい，こんなふうに発表してみたいという目標をもっている」ことや「資料を見ながら，
『なぜだろう』『ふしぎだな』と考える」ことや「学校で学んだことを，新聞やポスターにして，お家
の人や近所の人に伝えている」ことや「学習をしてさらに知りたいことを，自分なりに調べてみるこ
とがある」ということや「国語科で学んだ文章の書き方や話し方を，他の教科でも自分なりに使うよ
うにしている」ということがまだ少ないということである。
従って，今後は，「学習したことを教科や場面は違っても日常的に活かすという体験を多くさせ，
その意義を体感させること」「目標となるような，よい文章モデルや発表モデルをさらに示していく
こと」「資料を比較したり分析したりして自分の感想や考えをもつこと」「自学自習の推進」に特に留
意して意図的に学習計画に組み入れていくことにしたい。
図 1　第 1年次（4年生）活用学習実践前と後の読解力アンケートの結果
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また，アンケート項目において，実際に行動面として表れる項目，例えば，「やっている・やって
いない」で判断できる項目においては，子どもたちは自己診断をしやすいが，態度や心がけ等，精神
面の項目においては，自信を持って答えにくいのではないかと思われた。そこで，今後の課題として，
アンケート項目の文章をさらにわかりやすく修正し，行動面として明らかに答えやすい項目を増やす
など，前年度の読解力アンケートを改訂して用いることにしたい。
（3）第 2年次の実践研究（2012 年度）の構想と課題
2011年度は，国語科で習得した内容を社会科と総合的な学習の時間において活用させることによ
り，子どもたちは意欲的に学習に取り組み，先に述べたような成果を得たが，次年度は，前年度の課
題を踏まえて，さらに「言語活動の充実」の工夫をより加えた実践にしていくことに留意したい。さ
らに，コミュニケーション力を育成するためにどのようなことが積み重ねとして有効なのか，「言語
活動の充実」という言葉の意味を考え，実践していきたい。
総括すると，2011年度の研究授業と読解力アンケート結果の反省に基づき，2012年度は以下の 4
点に重点をおいた実践研究を実施したい。
①  学習したことを教科や場面は違っても日常的に活かすという体験を多くさせ，その意義を体感
させること
②  目標となるような，よい文章モデルや発表モデル（型）をさらにわかりやすく示していくこと
③  資料を比較したり分析したりして自分の感想や考えをもつこと
④  「自学自習の推進」に特に留意して意図的に学習計画に組み入れていくこと
以上の点に留意して，新しい年度の実践研究に取り組んでいきたい。
なお，2011年度の読解力アンケートの分析においては，統計的な手法を用いた厳密な考察を行う
ことができなかった。この点も反省点として，次の研究課題としたい。
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【付記】
　本文中では，「習得」と「活用」という用語を，学習指導要領における考え方とは少し異なる方法で用いている。
具体的には，p. 47において，「習得学習 4」及び「活用学習 3」の単元に，それぞれ総合的な学習の時間の授業実
践をあてているが，学習指導要領においては，「習得」も「活用」も教科指導における児童生徒の学習原理である
ために，概念定義が異なっている。本稿では，総合的な学習の時間においても，当該の知識・技能が児童生徒に
とってほぼ新出事項であれば「習得」と位置付け，そして，習得した知識・技能を応用して問題解決的な学習に
生かしている場合には「活用」と位置付けている。したがって，本稿では，「習得」と「活用」という概念は，学
習指導要領のような「領域固有」の概念ではなく，児童生徒の思考操作の機能によって使い分けていることに留
意されたい。
【資料】読解力アンケートの項目
 1 グラフや写真などの資料を使って，わかりやすく発表するようにしています。
 2 文章を書いたときに，かならず読み返して，まちがいを直しています。
 3 作文を書いているときに，国語辞典を引いたり図書館で調べたりしています。
 4 作文を書いているときに，新しく習った漢字や言葉を使うようにしています。
 5 理由を言ったり，例をあげたりして，友だちと話し合うようにしています。
 6 作文や発表を友だちとふりかえって，よりよいものになるようにしています。
 7 資料を読んでわかったことに，自分の考えを付け加えて作文を書くようにしています。
 8 新聞やポスターの作り方を学んだあとに，自分なりに使いこなそうとしています。
 9 いくつかの資料を比べながら読んで，わかったことを作文に書いています。
 10 自分たちが書いた作文や新聞，ポスターについて，アドバイスをし合っています。
 11 コンピュータを使って，読みやすい作文を書いたり新聞を作ったりしています。
 12 友だちが発表したことについて，意見や感想を伝え合っています。
 13 グラフや図などを組み合わせて使って，友だちに説明するようにしています。
 14 友だちの話に賛成・反対・つけたしと，つなげるように発言しています。
 15 資料を読みながら，「なぜだろう」「ふしぎだな」と考えています。
 16 学校で学んだことを，新聞やポスターにして，お家の人や近所の人に伝えています。
 17 発表するときに，「なぜそう考えたのか」など，理由を付けるようにしています。
 18 友だちの発表を聞いているときに，「こうしたらもっとよくなる」と考えています。
 19 作文や発表をよりよくするために，いろいろな方法を考えるようにしています。
 20 学習をしてさらに知りたいことを，自分なりに調べてみることがあります。
 21 「なぜなら」や「たとえば」という言葉を使って，作文を書いたり発表したりしています。
 22 相手のことを考えて，わかりやすい文章を書いたり話をしたりしています。
 23 国語科で学んだ文章の書き方や話し方を，他の教科でも自分なりに使うようにしています。
 24 こんな文章を書いてみたい，こんなふうに発表してみたいという目標をもっています。
